






































































































































































































































































































































































































































































































































Then his wife said to him, 'Do you still persist in your integrity ?'
Curse God, and die.(NRSV)
Da sagte seine Frau zu ihm: Haltest du immer noch fest an deiner 
Frömmigkeit? Lastere Gott und stirb. (EHS)









2　枠物語 (1-2; 42: 7-17) における動詞b-r-kの用例を分類する
　2章9節の通常の訳法が正しいかを論じる前に、枠物語におけるこの動詞
b-r-kの使用法を検討したい。その用法は三種ある。
⒜　字義通りに「祝福する」 (神がヨブを祝福する) という用法は、1: 10お




⒝　語意反用 (antiphrasis) としての用法は 1: 11および 2: 5 における神に対
するサタンの言葉「ヨブは祝福するだろう」に見出される。これはb-r-kが


























































(1979年) で次のように語っている (『ヨブ記講話』教文館、2006, 28-31頁参
照)。
































J. E. Hartley, The Book of Job (NICOT), 1988, pp. 83f.: "possibly she 
genuinely desired that his cursing God would shorten his misery, for 
she too was suffering and desparately wanted to end her husband's 
pain, ...";  
96
D.J.A.Clines, Job 1-20 (WBC 17), 1989, p. 51:  "...it can be only because 
she feels that sudden death must be better for Job than lingering pain." 





























































































　第二は、「潔白の誓い」 (31: 9-10) において、ヨブが妻を他人の自由に任せ
てもよいという、物騒な発言である。読者をして女性蔑視の烙印をヨブに
押させる危険がここにもある。31章はヨブが最後に神に告訴状の提出を迫
る (31: 35-37) ために、自己の倫理的な行為における潔白を申し立てる一連






















































とであった (29: 2-6, 7-10, 18-20, 21-25)。
 6 あの時には、私の歩みは凝乳に洗われ、
 岩も油の流れを私に向けて注ぎ出していた。
 7 私が町の門に出て / 広場に私の座を設ける時、
 8 若者たちは私を見て身を隠し、 / 老いた者たちは起立して立ち続け、
 9 君侯たちは語ることを止め、 / その掌で口を押さえた。
102
 10 君主たちの声は静まり、 / 彼らの舌は上顎にくっついた。
 20 わが誉れは私に伴いつつ更新され / わが弓はわが手にあって新調さ
れる。
 21 人々は私に耳を傾けて待ち望み、/ 黙って私の助言に向き合った。
 22 私が語った後に聞き返す者はなく、/ 私の言葉は彼らの上に滴り落
ちた。 




　高貴なヨブに対しては、「君侯たち」 (srîm) も「君主たち」 (ngîdîm) も
敬意を払った。岩も「凝乳」と「油」を注ぎ出す (6節 )。彼に伴う敬意と
豊饒、活力 (弓、20節)、「顔の光」 (24節) はメシア的なイメージを採用して















 4 わが唇は断じて不義を語らず、 / わが舌は偽りをささやかない。
 5 私は決してあなたがたを正しいとは認めない、
 わが息の絶えるまで、私は自己の高潔を主張する。
　このヨブの自認を彼の高慢さの表現であると見てはならない。彼は神の
信頼に応えて行動すること、その実践がヨブの「徳」 (virtue)、「矜持」
(pride) と言うべきものである。それを具体的に言い表したものが「潔白の
誓い」 (31章) にほかならなかった。彼が列挙した事柄に通底する関心事は
「共同体における倫理行動の正しさ」である。彼は具体的に、処女を側女に
しようと物色しないこと (既述)、人妻を欲しないこと、使用人のミシュ
パート (ディケー) を尊重すること、貧者、弱者を保護すること、縁者、大
衆に媚びないこと、金力に頼まないこととして、それに言及した。そこに
見られる倫理感覚は「内面倫理」の徹底、すなわち良心の尊重である。そ
の点で「潔白の誓い」は十戒を超えており、イエスの倫理に隣接している。
イエスもまた心術を重視し、武勇や体面など、人々による評価には背を向
け、「非英雄的倫理」を最も極限的なかたちで展開した。この徹底した倫理
感覚の中で女性もまた意味づけられている。
あとがき
　川島教授が講演で展開した『悲劇』における「男のディケー」と「女の
ディケー」の葛藤に対して、筆者はイスラエルがいかなるかたちで対応す
るかを問うところから考察を始めた。考察はイスラエルの対抗文化におけ
る人間の自由と尊厳の根拠 (想像の秩序) の探求、想像力の行使における自
律した女性、民族の危機を救う女性の活躍、非英雄倫理的な名誉感情の追
跡へと導かれ、ヨブ記における女性観の検討に及んで終結した。中心のト
104
ピックは女性のディケーであったが、その全体的な考察のためにはさらに、
イスラエル法における女性の権利 (ことに隷属民の所有者が女性を手放す
際の、また息子の嫁の身分を解除する際の女性のミシュパート ―― 出エジ
プト記21: 7-11)、また預言書における女性の意義と役割 (ことにホセアと妻
の問題) を取り上げる必要がある。しかし法と預言を取り扱うことは講演
の範囲を超えるので、本稿では論じていない。
　またヨブ記の女性観をめぐる問題はヨブ記における多様なトピックの一
つに止まるものであることを付言しておかなければならない。ヨブ記の中
心的な関心事は、ヨブと友人の対論においては、人間の無自覚の咎と神の
処罰の可能性、人間が神に対して本性的に穢れた存在であるか否かに関わ
る被造性についての評価である。ヨブと神との抗争においては、神に固着
して正しさを主張する人間の義と不義の逆説的な対応、また神の弁論にお
いては、神による被造世界の維持の問題、また自然界に属する人間の制約
と自然の掟 (弱肉強食の掟) には従わない文化の主体としての人間の倫理的
な責任が中心的な関心事である。これらは人間の尊厳に関わっており、本
稿の主題を論ずるためには逸することのできないテーマ群ではあるが、そ
のためにはヨブ記論を全面的に展開する必要が生ずるので、本稿では取り
上げることができなかった。
　人間は社会的な存在である。この認識に、人間は神 (もしくは超越者) に
対して自律した存在であるとの自覚を重ねたところに、ギリシアおよびイ
スラエルを含む東地中海世界における都市的精神の特色があった。高度文
明は、人間と自然との間の、支配者と被支配者の間の、男と女の権利の間
の矛盾を人々に自覚させた。ギリシアではそれを調停するための活動がな
されて、『悲劇』は男性の公的な領域の独占を相対化する方向へと展開し
た。
　イスラエルは国家を失い、教団国家としての生き方を選択した。大国の
支配下では、かつて男性が占めていた家父長制的な公的領域は消滅した。
古代イスラエルにおける人間の尊厳 105
人間は複数で定義され、契約団体イスラエルが理念的には最大の「公」と
なり、夫婦がその末端を担うものと見なされた。権力を持った政治集団の
消滅は、家長権の下にある私的な領域としての家の重さを著しく減少させ
た。法的にはイスラエルは家父長制的な社会を維持し、男性原理によって
ユダヤ教は組織されたが、男性が女性に決定的に優位する政治的な場面は
なくなった。人類最初の女は家長の権威に束縛されず、想像力を行使して
自律的に判断し、行動する個人として立ち現れた。私的な活動領域は家か
ら個々人の活動へと移行した。意外性を好む物語りの世界では、弱体な男
性集団に代わって、女性が個人的な判断で民族の危機を救うというエピ
ソードが愛好されるようになった。イスラエルはそれを不思議に思わない
社会と宗教感覚を形成したのである。
　ヨブ記の書き出しは、主人公は族長時代に東方の世界に生きた富豪であ
り、その家長権も強大なものだろうと読者に想定させるが、発生した事件
の報知はその印象をたちまち覆す。ヨブは周囲の略奪民に対抗できる軍事
力を持たなかった。復讐による名誉の回復は彼には無縁であり、弱者を保
護して民衆に慕われることを名誉と感ずる。彼は心術の潔白を重んじ、女
性に対して男性が支配欲を懐くこと自体を悪事と見なして、非英雄的な倫
理に徹底する。ヨブの妻は彼に知的に対応できる能力を持って登場する。
読者は神を含む登場人物たちによる言葉のやりとりを楽しむことができる
が、それができるのは知的読者に限られていた。イスラエルの都市文化は
民衆に共有される劇作品を生み出すほどには成熟できなかったのである。
　かつてイスラエルは王国を形成することによって民主制都市への歩みを
停止させたが、国家時代にすでに知識人層を形成し、彼らは民族の本質が
契約団体としての国民であることを自覚した。その自覚が対抗文化の創造
を可能にし、上述のような独自の人間観を形成した。それは王国の滅亡が
解き放った都市的な精神の時代に即した所産であったと筆者は考える。以
上が本稿で論じた事柄の概略と筆者の叙述意図である。(March 3, 2008)
